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パネリストの皆さんに、ロータリーに入会してどんな点が良かったかを質問しますと、殆どの

人は『知人、友人が多くできた』ことを第一に挙げられ、それらの友人との交流により、多くの

楽しみ、情報も得られるが、何と言っても他業種の専門家、人生経験の豊かな人から与えられる

自己研鑽の効果は計り知れないものがあると述べられた。中でも、成瀬さんは心の友を沢山得た

ことが大きな良さであり、趣味の世界でもお互い楽しみながら切磋琢磨し、同業同士では決して

味わえない心の安らぎを感ずると述べられた。このような効果は例会出席によって付加されるも

のであり、例会出席の意義は大きいと再確認いたしました。 
 更に例会出席によって、卓話の効果も大きいものがあります。卓話は話す側に立って、物事を

考える機会を与えられたという岡本さんのご意見、聞く側に立って、そのメリットの大きさを述

べられた重山さんのご意見も自己を高めるのには大きな力になるものと思われた。 
 永井さんは韓国に行って困った時に、元米山奨学生に助けられた経験から先輩ロータリアンが

引いてくれた繋がりに感謝していると述べられた。 
 次に、『知人、友人が多くできた』こと以外に、幅広く『ロータリーに入って良かった』と思う

点についての皆さんのご意見は例会出席と奉仕活動への参加によるロータリーの良さ、この２点

にしぼられるようです。例会出席に関連しては成瀬さんは異なった観点から一日の生活が規則正

しくなり健康になったと、池中さんから奉仕とはいかなるものかを知り、人生の哲学をいろいろ

と学び取ることができたと言われた。岡本さんは出席の義務によっていろいろのメリットがあり、



物事を考えたり、話す能力ができたり、『今

日の例会は楽しく、出席して良かったと感ず

る時がある。』等述べられ、これらのご意見

は例会そのものが自己研鑽の場であり出席

することによって大きな報酬がついてくる

と言えると思います。 
 一方、奉仕活動を通じて感ぜられるロータ

リーの良さについては奉仕活動に参加する

ことによって感動、喜びを実感できるという

比楽さんのご意見、永井さんも奨学生が喜んでくれることが喜びであるとの実感、重山さんのイ

ンターアクト･クラブ会員を通じて若い人の気持ちが理解できるという感想等々、これらこそがロ

ータリアンとして基本的な最も重要なことだと思います。そしてその感動そのものが退会を防止

し、クラブを活性化するものと思います。前年度のキングＲＩ会長の『会員を維持する方策』と

いう資料の中に、『奉仕活動は存分に参加をし、その喜びと感動を味わって貰ったらいい』とあり

ます。退会の理由には健康上の問題、事業の不振、転勤等やむを得ないものも多いが、未然に防

げるものとして、ＲＣに魅力を感じなくなったというのがあります。奉仕の感動、喜びを感じて

いないから、更に言うならば奉仕活動に参加しないからといえるのではないでしょうか。今年度

のビチャイ･ラタクルＲＩ会長も自分の過去のロータリー活動の中で実感された話を皆様すでに

聞いておられる通りであります。 
 続いて、自分では感じていないが他人から聞いた、ロータリーに入会して良かったと思う点に

ついて、堺フェニックスＲＣでのクラブ･フォーラムの内容を岡本会長から次のように発表された。

海外へ行って例会に出席するとロータリアンというだけで歓迎を受けたこと、ボランティアは一

人ではやりにくいがロータリーのなかでは自然に何か役立てられるという嬉しい気持ちが沸いて

くるということ、ピラミッド社会しか知らないものがロータリーという水平社会を見て組織運営

の点で非常に参考になっていること、楽しいロータリー･ライフが揃っているということの４点を

挙げられた。 
 フロアーからの意見として堺南ＲＣの嶋田

さんからクラブのアンケートの結果によると、

入会して良かった人は 30人、後悔している人
が４人である。入会して良かったのは異業種

の友人が多くできたこと、人前で話すことが

できる様になったこと、４つのテストが人生

の指針となったこと、例会での卓話で見識が

広まり楽しみであること等で今日のパネリス

トとまったく同意見のようです。一方、後悔

している方の意見では、仕事の関係で例会や

他の行事に参加できない辛さを感じたり、それ相当の費用がかかること、年数を経て立場上辞め

たいと思う時がある等であった。この結果は無記名式なので記名式であれば多少結果が違ってい

たかもしれないとのことでしたが、皆さんいくらかのデメリットをお感じになっておられても良



さの方がずっと多いからこそ現在も退会しないで在籍しておられるのではないでしょうか。 
 更にもうお一方、堺清陵ＲＣの瀬川さんからは出張先の例会に出席したときロータリアンとい

うだけで大変信用され親切にしていただいて商売の方もスムーズに行ったこと、海外出張のメー

キャップのときも大変親切にしてもらえること、更に一番大きく感じたのは奥さんを亡くしたと

き、ロータリーも辞めようかと思うほど寂しい思いをしたが、思い切って例会に出席すると温か

く迎えられ、慰められ、心強く感じ、ロータリーの友達のありがたさを痛感したと語ってくれま

した。例会出席は会員の顔を見るだけで気持ちが休まる効果があるということでしょうか。 
 次に、今までとは逆に、ロータリーに入会したことのデメリットとその改善策についてのご意

見としては以下のようなご意見が出ました。池中さんから自分の仕事が忙しいとき、時間のやり

くりが大変だ。更に、公務員、会社員では定年後、クラブ会費の負担が大きい。対策として経費

の節減でクラブ会費を少なくすることが必要と述べられ、成瀬さんは土、日の地区行事が多過ぎ

る。改善策としては連休でない土曜日にとどめてほしいと希望された。比楽さんは事業規模、職

種の異なる人との調和の難しさと自分の会社の業績の良し悪しで自分の負担が異なる。改善策は

自分のペースでの活動を心がける。岡本さんは職業柄もあるが、不況期には顧客に対してロータ

リーのことを口に出来ない雰囲気がある。ロータリアンの社会的認識がなされていないからであ

ろうか。その改善策としてロータリアンの社会的認識を広めるための地域広報も必要だが、その

ためにはポリオ撲滅運動のような運動でわが国に関わるものを日本全地域で展開する必要がある

かもしれない。例えば青少年教育『ロータリアンは職場体験学習を受入れます。』キャンペーンな

ど。重山さんは規則の多い世界で溶け込みにくく、主婦との両立のむつかしさを強調された。こ

の点に関し、大丸パスト･ガバナーから少し柔軟に考えるようにすればとの助言をいただきました。 
 以上、パネリストの皆様方から『ロータリーに入会してよかった』というテーマで、多方面に

わたるご意見をいただきました。今日のパネリストのみならず、ご出席の皆様方はみんな同感だ

と思います。何故ならばロータリーに入会してよかった思わばこそ、現在もＲＣに所属している

わけで、もしもそうでなければもう退会してここにはおられないでしょう。 
 最後に、ロータリアンとしてそれぞれに入会の喜びを感じておられるならば、その喜びをロー

タリアンでない人にも味わっていただけるように入会を勧め、増強に努力してもらえば今日のパ

ネル･ディスカッションが更に有意義なものになるものと確信いたします。 
 
 以上、このパネル･ディスカッション開催に

当たりましていろいろとご指導頂きました亀

岡パスト･ガバナーには深甚なる謝意を表した

いと思います。 
 更には、パネリスト皆様方のご協力によりま

して内容のあるパネル･ディスカッションとな

り、また時間厳守のおかげで定刻に終わること

ができましたことをここに感謝申し上げたい

と思います。 
また、会場の皆様にも最後までご清聴ありがと

うございました。 



 



 


